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GPS データのインバージョンで得られた日向灘周辺地域のゆっくりすべり

Slow slip events around Hyuga-nada, which are estimated by the inversion analysis of the
GPS data
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国土地理院の電子基準点で得られた GPS 連続観測データ [ Abe and Tsuji (1994); Tsuji et al. (1995) ] を

解析した。期間は1996 年 3 月 25 日以降の約 3 年間で、固定点は対馬 ( 950456 ) を選んだ。解析期間中の 1996

年から 1997 年にかけて、種子島沖で 1 個、日向灘で 2 個、内陸の鹿児島県北西部で 2 個の中規模地震が起きてい

る。これらの地震に伴う地震時の変動だけでなく地震後の余効すべりによる変動 [ Yagi et al. (1999) ] が GPS

データにも現れている。また、1996 年 12 月頃から四国南西部でゆっくりとした非地震性のすべりがおきている

[ Hirose et al. (1999); Ozawa et al. (1999); Nishimura et al. (1999) ]。これは 1997 年 7 月初めに豊後水

道に拡大して加速しており、顕著な地殻変動が GPS データに捉えられている。本研究では、これらゆっくりとした

非地震性のすべりを地震後の余効すべりも含めて解析し、この地域のプレート間地震発生過程や地震間の歪蓄積過

程との関連について議論する。解析に先立って、GPS データ中のノイズ及び経年変化成分を除去する。経年変化は

データの linear trend をとることで抽出できる。データ中のノイズとしては、年周変化成分と基準点エラーがあ

り、これらを除去することで長周期ノイズの影響のない、バラツキの小さいデータを得ることができる。このデー

タのゆっくりした変動部分を指数関数的に減少する函数で最小自乗フィッティングすることで、ゆっくりすべりに

よる地表変位分布が得られる。この地表変位分布を、Yabuki and Matsu'ura (1992) による ABIC を用いた測地イ

ンバージョンで解析することにより、ゆっくりすべりのすべり分布、すべり方向、すべりの範囲、等を求める。対

象にしたのは 1996 年 10 月の種子島沖の地震の余効すべり、1996 年 10 月、12 月の日向灘の地震の余効すべり、1996

年 12 月頃の四国南西部で始まった非地震性ゆっくりすべりである。ゆっくりすべりについては、前半部分と、1997

年 7 月初めに加速して以降の後半部分とに分けても解析を行っている。

解析の結果、1996 年 10 月、12 月の日向灘地震とほぼ同規模のゆっくりとしたすべりが各解析領域内で起きて

いた事が分かった。すべり量は10 から 50cm 程度で地震時のものより小さいか同程度、すべりの範囲は地震時と同

じ程度か逆にやや広いことが分かった。すべり領域の深さは、おおよそ 30 から 45km で地震発生領域よりやや深く

なっている。これは、この余効すべりや非地震性ゆっくりすべりが地震発生領域の深部延長部の遷移領域

[ Hyndman et al. (1993) ] で起きたことを示している。

この他に、地震前の 1996 年 3 月から 10 月の約半年間の GPS データを解析して、地震前にプレスリップのよう

なものがなかったかどうかを解析する。この解析の動機は、九州内陸の GPS 基準点 ( 950478, 950469 等 ) で 1996

年 10 月の地震前から南東向きのゆっくりとした地殻変動が見られることである。プレート境界の深部延長部での

ゆっくりとした前兆的すべりが浅部の地震等のすべりイベント発生をトリガーした可能性も考えられ、これを含め

て議論する。

また、日向灘、種子島地域と同様にプレート間カップリング弱く、プレート間地震による歪解放が少ない琉球

海溝沿いでは同じようなゆっくりすべりは起きていないだろうかという考えのもと、ゆっくりすべりの検出を行っ

た。上記の1996 年 3 月以降3 年間の GPS データの最小自乗フィッティングにより、顕著なシグナルを探し、見出

されたシグナルについてその地表変位分布を求めて、ABIC を用いたインバージョンを行った。その結果、約 3 年

間の GPS データからはゆっくりすべりと見られる有意な変動は得られなかった。GPS データの経年変化成分を用い

て推定したプレート間カップリング [ 西村･他 (2000) ] がほとんどゼロに等しいことからも、この地域では、プ

レート境界にカップリングに起因した歪の蓄積がなく、蓄積された歪がないために、歪解放過程である地震やゆっ

くりすべりが起きないのではないかと考えられる。しかし、たった 3 年間のデータでは不十分なので、本当にゆっ

くりした歪解放過程がないのかどうかは今後の課題となるであろう。


